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立っ Lebesgue空間において,T.Katoと F.B.Weisslerによってそれぞれ Navier-Stokes方程式と藤田
型非線形熱方程式の時間大域解の存在が示された.Keler-Segel方程式の時間大域解の存在を示す既存の




















負の微分指数の Besov空間と Triebel-Lizorkin空間を用いて考察 し,より広い関数空間において解の存在
を得ることを目指す.本章では,上記の非線形熟方程式に対する時間大域解と長時間解の考察の後,その
議論を,Navier-Stokes方程式と放物一橋円型 Keler-Segel方程式に対 しても適用 して,それぞれの方程式
に対する時間大域解と長時間解の存在を示す.ここで特に時間大域解の存在について,Navier-Stokes方程
式に対する既存の結果では,H.Koch,D.Tataru は Carleson測度を用いて平均振動が有界な関数空間を
定義 して時間大域解の存在を示 している.一方,本章では Triebel-Lizorkin空間を用いて平均振動が有界
な関数空間を特徴付けし,彼等とは別の証明方法を示す.また第 3章にて扱った放物楕 円型 Keler-Segel
方程式の時間大域解についても,Triebel-Lizorkin空間を用いて平均振動が有界な関数空間を特徴付けし,
その空間において時間大域解の存在を示す.ここで第 3章と第 4章の放物一橋円型 Keler-Segel方程式に
対する結果の関係について,第 3章では Besov空間において非適切性を示し,第 4章では平均振動が有界
な関数空間において時間大域解の適切性を示している.これらの主張より時間大域解の適切性を得る為に
は,平均振動が有界な関数空間が,尺度不変性が成立する Besov空間と Triebel-Lizorkin空間においては
最も広い関数空間であることがわかる.従って第 4章の放物-楕円型 KeleトSegel方程式の時間大域解の
存在の結果は,第 3章の Besov空間における時間大域解の存在の結果よりも改善された主張である.定理
の証明方法は第 2章と同様に,適当な完備距離空間において Banachの不動点定理を適用するというもの
である.そこでは,非線形項を扱う為の積の評価式が大切であり,特に平均振動が有界な関数空間を扱う
場合の評価式の導出が重要である.
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論文審査の結果の要旨
岩測司氏は,本論文において非線形放物型方程式の初期値問題の適切性と非適切性を幾っかの関数空間
を用いて考察している.ここで,初期値問題の適切性とは与えた初期値に対して方程式の解が一意に存荏
し,かつ,初期値の変化に対して解が連続的に変化することを意味する.この適切性が成立しない時,初
期値問題は非適切であるという.本論文では非線形放物型方程式として,非圧縮性流体の運動を記述する
Navier-Stokes方程式,細胞性粘菌の集中現象を記述する Keler-Segel方程式,および,非線形熟方程式
を扱っている.超関数を初期値として扱い,適切性のみではなく非適切性も考察することによって,適切
性が成り立っ為の臨界は何かを明らかにしている.具体的には,微分を含んだ非線形項を持っ非線形熟方
程式について,Besov空間と Triebel-Lizorkin 空間と呼ばれる関数空間において時間大域解と長時間解の
存在を考察している.ここで,長時間解とは,初期値のノルムに応じて解の存在時間幅を指数関数的にと
ることが出来る解を意味する.上記の非線形熟方程式に対する時間大域解と長時間解の考察の後,その議
論を,Navier-Stokes方程式と放物一橋円型 Keler-Segel方程式に対して適用し,それぞれの方程式に対す
る時間大域解と長時間解の存在を示した.特に,Triebel-Lizorkin空間を用いて平均振動が有界な関数空間
を特徴付けすることにより時間大域解の存在を示し,時間大域解の適切性を得る為には,平均振動が有界
な関数空間が,Besov空間と Triebel-Lizorkin空間においては最も広い関数空間であることを示 した.更
に,本論文における適切性の為の条件が少しでも崩れるならば,初期値問題は非適切になることも示され
ている.
以上,岩測司氏の本論文における業績は,既知の研究結果の改良に留まらず,関数空間の適切な選定に
よって方程式の初期値問題の適切性と非適切性との臨界値を決定している.方程式の持っ特性を関数空間
の位相構造を用いて明らかにした顕著な業績であり,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と
学識を有することを示している｡したがって,岩測司氏提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文とし
て合格と認める｡
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